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2024年３月期（連結・個別）通期業績予想と実績値との差異、 

営業外収益の計上及び剰余金の配当（無配）に関するお知らせ   

 

2023年５月９日に公表した 2024年３月期（連結・個別）通期業績予想と本日公表の実績値との差異及び営業外収益

の計上につきまして、下記のとおりお知らせいたします。また、本日開催の取締役会において、2024年３月 31日を基

準日とする剰余金の配当を無配とすることを決議いたしましたので、お知らせいたします 。  

 

記 

 

 

 

１.2024年３月期通期(2023年４月１日～2024年３月 31日)連結業績予想値と実績値との差異について 

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益
1株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

前回発表予想（Ａ） 6,450 50 45 40 6.67

実績値　（Ｂ） 7,415 136 230 173 28.94

増減額（Ｂ-Ａ） 965 86 185 133 22.27
増減率 15.0% 173.5% 413.2% 333.7% 333.9%
(参考)前期実績（2023年3月期） 6,411 △ 227 △ 263 △ 394 △ 65.82  

２．差異の理由 

当社グループの主要な取引先である自動車業界では、国内外において車載半導体の供給制約の緩和により自動車

の生産台数が回復し、当社グループへの受注も計画を上回り推移しました。 

また、不採算製品の価格改定や原材料費及び輸送費等上昇分の売価反映効果により増収増益となりました。 

特に、利益面においては、ドル高の影響により各拠点ともに為替差益を計上し、経常利益以下が大幅に改善され

ました。 

 

３. 2024年３月期通期(2023年４月１日～2024年３月31日)個別業績予想値と実績値との差異について 

（単位：百万円）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 円　　銭

前回発表予想（Ａ） 4,650 20 15 2.50

実績値　（Ｂ） 5,299 199 167 27.93

増減額　（Ｂ-Ａ） 649 179 152 25.43
増減率 14.0% 898.5% 1016.3% 1017.2%
(参考)前期実績（2023年3月期） 4,765 △ 174 △ 249 △ 41.54  

４. 差異の理由 

個別業績につきましても、国内における半導体供給不足による完成車メーカー減産からの回復、正常化及び高騰す

る原材料費及びエネルギー費用等上昇分の売価反映による増収効果により、当社の売上高は、当初予想を大きく上回

りました。 

利益面では、増収効果に加え、継続的な原価低減活動や円安による為替差益効果により当初予想を上回りました。 



 

 

５．営業外収益（為替差益）の内容 

当社は、当第４四半期連結会計期間(2024年１月１日～2024年３月31日)において、為替相場の変動に伴い、営業

外収益に為替差益 80 百万円を計上しました。これは主に、当社が保有する外貨建て資産を期末時点の為替レートで

評価替えしたことにより発生したものです。その結果、当連結会計年度（2023年４月1日～2024年３月31日）の営

業外収益（為替差益）は156百万円となりました。 

なお、本件営業外収益（為替差益）につきましては、本日公表の「2024年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に

反映しております。 

 

 

６．剰余金の配当の内容 

 

直近の配当予想 前期実績
(2023年５月９日公表) (2023年３月期）

基準日 2024年３月31日 同左 2023年３月31日
１株当たり配当金 ０円00銭 未定 ０円00銭
配当金総額 ― ― ―
効力発生日 ― ― ―
配当原資 ― ― ―

決定額

 
 

 (ご参考)年間配当の内訳 

１株当たり配当金(円)
基準日 第２四半期末 期末 年間
当期実績 ０円00銭 ０円00銭 ０円00銭
前期実績(2023年３月期) ０円00銭 ０円00銭 ０円00銭  
 

７．理由 

当社は、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を図りながら、安定した配当の継続を基本方針と

しております。 

当期の業績は、営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益とも、５期振りに黒字化を図る事が出来ま

したが、長期に亘るコロナ禍の影響で悪化した財務体質を健全化していくことを最優先の課題と捉え、未定としてお

りました当期の期末配当につきましては、誠に遺憾ではございますが無配とさせていただきます。 

株主の皆様には深くお詫び申し上げるとともに、一層の業績回復を図り早期に復配できるよう努めてまいりますの

で、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

     以 上 


